
 

下のてんびんはつり合っています。□に入る数字は何ですか。 

１１０ ×（６＋３） ＝  １１０×ああ  a 

 

 

上のてんびんの右側のさらに入っていた式が、左側に移動してきました。 

下のてんびんもつり合っています。□に入る数字は何ですか。 

１１０ × 9      ＝        aaaaa  

 

 

式の左辺と右辺が釣り合っているとき、記号「＝」でつなぎます。 

 

１１０×（６＋３）と１１０×９が釣り合っているので、 

１１０×（６＋３）＝１１０×９ と表します。 

１１０×９と９９０も釣り合っているので、 

１１０×９＝９９０ と表します。 

 

つり合っているものどうしは「＝」でつなぐことができるので 

１１０×（６＋３）＝１１０×９＝９９０ 

と表すこともできます。 

つまり、１１０×（６＋３）は、１１０×９でもあるし、９９０でもあります。 

「＝」でつながれたものは、すべて「同じ」値です。 

 

でも、横に長くなってしまうと見づらいので、 

１１０×（６＋３）＝１１０×９ 

         ＝９９０ 

と表した方がよいです。（「＝」はそろえます。） 

１１０×（６＋３） 

＝１１０×９ 

＝９９０ 

と表しても良いです。（「＝」はそろえます。） 

 

では、左辺と右辺がつり合うように気を付けて、計算をしてみましょう。 

９0×（７＋４） 

  



 

下のてんびんはつり合っています。□に入る数字は何ですか。 

７３ ×（２＋８）  ＝    ７３×ああ  a 

 

 

上のてんびんの右側のさらに入っていた式が、左側に移動してきました。 

下のてんびんもつり合っています。□に入る数字は何ですか。 

７３ × １０     ＝         aaaaa  

 

 

上のてんびんを、式に表してみましょう。 

 

 

 

では、左辺と右辺がつり合うように気を付けて、計算をしてみましょう。 

① ９0×（７＋４） 

 

 

 

② ７５０－（１５０－４０） 

 

 

 

③ ７５０－１５０－４０ 

 

 

 

④ ８６－（２７＋１５） 

 

 

 

⑤ ３２÷（８－４） 

 

 

 


